
水泳授業民間活用モデル事業について

■事業の目的
老朽化に対して更新費用が多額であることや、維持管理等の教職員負担が重いなど多くの課

題がある学校プールについて、改修・維持管理に係る費用の縮減や教職員の負担軽減、また児童

生徒の泳力向上等が期待できる民間等プールを活用した水泳授業の実施・検証を行い、将来の

「学校プールのあり方」の検討に資することを目的とする。

■事業の概要

（実施校・施設（案））

・３校３施設※裏面「実施校・実施施設（候補案）」のとおり

（指導回数）

・年間４回から５回（１回２コマ）

※１回あたり約６０分程度の水泳指導時間を確保

（実施期間）

・令和７年６月～１２月頃まで祝日及び夏季休業期間等を除く月曜日から金曜日

（授業概要）

・児童生徒を少人数のグループに分け、泳力別の指導を行う。

・各グループに１名以上のインストラクターを配置し、教員と共に水泳指導にあたる。

（移動方法）

・貸切バス（スイミングスクールバス・民間バス）を想定

（概算事業費）

・裏面「概算事業費」のとおり
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■実施校・実施施設（候補案）

（学校選定の主な観点）

〇「建築年数」「機械（ろ過装置）使用年数」の合計が高い学校

〇移動時間が片道15分程度以内である学校。

〇小学校２９5人以下・中学校36８人以下の学校。

【小学校2９5人以下・中学校36８人以下の学校とした根拠】

年間学校維持管理費（4,777,705円） / 1人1回あたりの民間委託料単価（3,23９円）

＝年間費用が【民間利用＜学校プール維持】となる1校当たりの延べ人数（1,475人以下）

→ （小学校）1,475人/5回＝2９5人（中学校）1,475人/4回＝36８人

■モデル事業概算事業費委託料：７，１４３，８１０円
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今後のスケジュール（予定）

■ 令和7年４～６月頃
〇第５回「鳥取市立学校プール施設のあり方に関する検討委員会」の開催

・モデル事業の検証方法（アンケート内容）について

■ 令和7年６～１２月頃まで
〇「水泳授業民間活用モデル事業」の実施

■ 令和7年10～１２月頃
〇第６回「鳥取市立学校プール施設のあり方に関する検討委員会」の開催

・「水泳授業民間活用モデル事業」の検証（アンケート結果）について

・「学校プールのあり方」に関する提言書の考え方（たたき台）

■ 令和7年11～令和８年1月頃
〇第７回「鳥取市立学校プール施設のあり方に関する検討委員会」の開催

・「学校プールのあり方」に関する提言書（案）

■ 令和８年1～２月
〇第８回「鳥取市立学校プール施設のあり方に関する検討委員会」の開催

・「学校プールのあり方」に関する提言書（最終案）
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